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【二】　

　次の文章を読んで、後の問い(問１～７)に答えよ。

　保吉の海を知ったのは五歳か六歳の頃である。　①　海とはいうものの、万里の大洋を知ったのではない。ただ大森の海岸に狭苦しい東京湾を知ったのである。しかし狭苦しい東京湾も当時の保吉には驚異だった。奈良朝の歌人は海に寄せる恋を「大船の香取の海にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(いかり),碇)おろしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(いか),如何)なる人かもの思はざらん」と歌った。保吉はもちろん恋も知らず、万葉集の歌などというものはなおさら一つも知らなかった。が、日の光に煙った海のＡ何か妙にもの悲しい神秘を感じさせたのは事実である。彼は海へ張り出したよしず張りの茶屋の手すりにいつまでも海を眺め続けた。海は白々とかがやいた帆かけ船をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(なんそう),何艘)も浮かべている。長い煙を空へ引いた二本マストの汽船も浮かべている。翼の長い一群のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(かもめ),鷗)は丁度猫のようにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(な),啼)きかわしながら、海面を斜めに飛んで行った。あの船や鷗はどこから来、どこへ行ってしまうのであろう？　海はただ幾重かの*EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(のりそだ),海苔粗朶)の向こうに青々と煙っているばかりである。……

　けれども海の不可思議を一層鮮やかに感じたのは裸になった父や叔父と遠浅のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(なぎさ),渚)へ下りた時である。保吉は初め砂の上へ静かに寄せて来るアさざ波を恐れた。が、それは父や叔父と海の中へはいりかけたほんの二三分の感情だった。その後の彼はさざ波はもちろん、Ｂあらゆる海の幸を享楽した。茶屋の手すりに眺めていた海はどこか見知らぬ顔のように、珍しいと同時に無気味だった。――しかし干潟に立って見る海は大きいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(おもちゃ),玩具)箱と同じことである。玩具箱！　彼は実際神のように海という世界を玩具にした。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(かに),蟹)ややどかりはまばゆい干潟を右往左往に歩いている。浪は今彼の前へ一ふさの海草を運んで来た。あのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(らっぱ),喇叭)に似ているのもやはりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(ほらがい),法螺貝)というのであろうか？　この砂の中に隠れているのはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(あさり),浅蜊)という貝に違いない。……

　保吉の享楽は壮大だった。　②　こういう享楽の中にも多少の寂しさのなかったわけではない。彼は従来海の色を青いものと信じていた。*両国の「大平」に売っている*月耕や*年方の錦絵をはじめ、当時流行の石版画の海はいずれも同じように真っ青だった。殊に縁日の*「からくり」の見せる黄海の海戦の光景などは黄海というのにも関わらず、毒々しいほど青い浪に白い浪がしらを躍らせていた。しかし目前の海の色は――なるほど目前の海の色も沖だけは青々と煙っている。が、渚に近い海は少しも青い色を帯びていない。まさにぬかるみのたまり水と選ぶところのない泥色をしている。いや、ぬかるみのたまり水よりも一層鮮やかな*EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(たいしゃいろ),代赭色)をしている。彼はこの代赭色の海に予期を裏切られた寂しさを感じた。しかしまた同時に勇敢にも残酷な現実を承認した。海を青いと考えるのは沖だけ見た大人の誤りである。これは誰でも彼のように海水浴をしさえすれば、イ異存のない真理に違いない。海は実は代赭色をしている。バケツのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(さび),錆)に似た代赭色をしている。

　三十年前の保吉の態度は三十年後の保吉にもそのまま当てはまる態度である。代赭色の海を承認するのは一刻も早いのに越したことはない。かつまたこの代赭色の海を青い海に変えようとするのは所詮ウ徒労に終わるだけである。Ｃそれよりも代赭色の海の渚に美しい貝を発見しよう。海もそのうちには沖のように一面に青々となるかも知れない。が、将来に憧れるよりもむしろ現在に安住しよう。――保吉は予言者的精神に富んだ二三の友人を尊敬しながら、しかもなお心の一番底には相変わらずひとりこう思っている。

　大森の海から帰った後、母はどこかへ行った帰りに「日本EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(むかしばなし),昔噺)」の中にある「浦島太郎」を買って来てくれた。こういうおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(とぎばなし),伽噺)を読んでもらうことの楽しみだったのはもちろんである。が、彼はその外にももう一つ楽しみを持ち合わせていた。それはあり合わせの水絵具にひとつひとつ挿絵を彩ることだった。彼はこの「浦島太郎」にも早速彩色を加えることにした。「浦島太郎」は一冊の中に十ばかりの挿絵を含んでいる。彼はまず浦島太郎の龍宮を去るの図を彩りはじめた。龍宮は緑の屋根瓦に赤い柱のある宮殿である。乙姫は――彼はちょっと考えた後、乙姫もやはり衣裳だけは一面に赤い色を塗ることにした。浦島太郎は考えずともよい、漁夫の着物は濃い藍色、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(こしみの),腰蓑)は薄い黄色である。ただ細いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 7(つりざお),釣竿)にずっと黄色をなするのは存外彼にはむずかしかった。*蓑亀も毛だけを緑に塗るのは中々なまやさしい仕事ではない。最後に海は代赭色である。バケツの錆に似た代赭色である。――保吉はこういう色彩の調和に芸術家らしい満足を感じた。殊に乙姫や浦島太郎の顔へ薄赤い色を加えたのはエすこぶる生動の趣でも伝えたもののように信じていた。

　保吉はそうそう母のところへ彼の作品を見せに行った。何か縫いものをしていた母は老眼鏡の額越しに挿絵の彩色へ目を移した。彼は当然母の口から褒め言葉の出るのを予期していた。しかし母はこの彩色にも彼ほど感心しないらしかった。

 「海の色はおかしいねえ。なぜ青い色に塗らなかったの？」

 「だって海はこういう色なんだもの。」

 「代赭色の海なんぞあるものかね。」

 「大森の海は代赭色じゃないの？」

 「大森の海だってまっ青だあね。」

 「ううん、丁度こんな色をしていた。」

　母は彼の強情さ加減に　③　を交えた微笑をもらした。が、どんなに説明しても、――いや、かんしゃくを起こして彼の「浦島太郎」を引き裂いた後さえ、この疑う余地のない代赭色の海だけは信じなかった。……「海」の話はこれだけである。もっとも今日の保吉は話の体裁を整えるために、もっと小説の結末らしい結末をつけることも困難ではない。たとえば話を終わる前に、こういう数行をつけ加えるのである。――「保吉は母との問答の中にもう一つ重大な発見をした。それは誰も代赭色の海には、――　④　」

　けれどもこれは事実ではない。のみならず満潮は大森の海にも青い色の浪を立たせている。すると現実とは代赭色の海か、それともまた青い色の海か？　所詮は我々のリアリズムも甚だ当てにならぬという外はない。かたがた保吉は前のような無技巧に話を終わることにした。が、話の体裁は？　――芸術は諸君の言うように何よりもまず内容である。形容などはどうでもさしつかえない。

(芥川龍之介『少年』より)

※大正十三年発表の作品を現代仮名遣いに改めた。

※一部漢字をひらがなに改めた。

※一部送り仮名を改めた。

＊海苔粗朶　海苔を養殖する垣(木の枝を編んで作る)。

＊両国の「大平」　墨田区両国にあった店。主に浮世絵などを売っていた。

＊月耕　尾形月耕(一八五九～一九二〇)。浮世絵画家。
＊年方　月岡芳年(一八三九～一八九二)。浮世絵画家。

＊「からくり」　箱の中に幾枚かの絵をいれておき、これを順次転換させ箱の前方からのぞかせる装置。

＊代赭色　茶色がかった赤色。

＊蓑亀　甲羅に藻類がついて蓑をつけているように見えるカメ。

問１　傍線部ア～エのことばの意味として、最も適当なものを、次のａ～ｅのうちからそれぞれ一つずつ選べ。解答番号はアが １３ 、イが １４ 、ウが １５ 、エが １６ 
ア　さざ波

ａ　荒波
ｂ　大きい波
ｃ　衝撃波
ｄ　津波

ｅ　小さい波

イ　異存のない

ａ　不服なところがない
ｂ　あやしいところがない

ｃ　いかがわしいところがない
ｄ　他によりかかるところがない

ｅ　結論がない

ウ　徒労に終わる

ａ　苦労がおしまいになる
ｂ　いたずらと同じになる

ｃ　無駄な骨折りになる
ｄ　大きなエネルギーが必要になる

ｅ　疲れてしまう

エ　すこぶる生動の趣

ａ　たいへん活気があること
ｂ　たいへん微妙なニュアンスがあること

ｃ　ちょっと活気があること
ｄ　ちょっと微妙なニュアンスがあること

ｅ　落ち着いた雰囲気があること

問２　空欄　①　～　③　に補うことばとして、最も適当なものを、次のａ～ｅのうちからそれぞれ一つずつ選べ。解答番号は、①が １７ 、②が １８ 、③が １９ 
①　

ａ　けれども
ｂ　もっとも
ｃ　たしかに
ｄ　されば

ｅ　どうにか

②　

ａ　そして
ｂ　なぜか
ｃ　また
ｄ　けれども

ｅ　結局

③　

ａ　賛嘆
ｂ　驚嘆
ｃ　感嘆
ｄ　諦観
ｅ　悲嘆

問３　傍線部Ａ「何か妙にもの悲しい神秘を感じさせた」とあるが、その理由として、最も適当なものを、次のａ～ｅのうちから一つ選べ。解答番号は ２０ 
ａ　恋も知らず、万葉の歌などというものを一つも知らなかったから

ｂ　東京湾でさえも、あまりに大きく広いと思えたから

ｃ　青い海に漂う船や鷗はどこから来てどこへ行くのか知らないから

ｄ　海はただただ青々と煙ってばかりで何も見えなかったから

ｅ　海という世界をついに玩具にすることができるようになったから

問４　傍線部Ｂ「あらゆる海の幸を享楽した」とあるが、その説明として、最も適当なものを、次のａ～ｅのうちから一つ選べ。解答番号は ２１ 
ａ　干潟に立って見て、初めて海が大きくて偉大な存在だとわかった

ｂ　蟹ややどかり、法螺貝、浅蜊などが珍しくて大いに感動した

ｃ　蟹ややどかり、法螺貝、浅蜊などをとったら母の喜ぶ顔が浮かんだ

ｄ　蟹ややどかり、法螺貝、浅蜊などがとれたのでうれしくなった

ｅ　蟹ややどかり、法螺貝、浅蜊などの生態を観察して楽しんだ

問５　傍線部Ｃ「それよりも代赭色の海の渚に美しい貝を発見しよう」とあるが、その考え方の説明として、最も適当なものを、次のａ～ｅのうちから一つ選べ。解答番号は ２２ 
ａ　残酷な現実を承認し、その中に本当の美を見いだして、現在を充実させようという考え方

ｂ　残酷な現実を承認し、その中にささやかな美を見いだして、現実に安住しようという考え方

ｃ　残酷な現実を承認し、その中にささやかな美を見いだして、現実を変えていこうという考え方

ｄ　残酷な現実を認めず、その中にささやかな美を見いだして、現実を見直そうという考え方

ｅ　残酷な現実を認めず、ささやかな美だけを追求して、自分一人の世界に安住しようという考え方
問６　空欄　④　に入るべき文を次のａ～ｅのうちから一つ選べ。解答番号は ２３ 
ａ　人生に横たわる代赭色の海にも注目しにくいということである。

ｂ　人生に横たわる代赭色の海にも目をつぶりにくいということである。

ｃ　人生に横たわる代赭色の海にも注目しやすいということである。

ｄ　人生に横たわる代赭色の海にも目をつぶりやすいということである。

ｅ　人生に横たわる代赭色の海にも人それぞれの感じ方がある。

問７　(削除 : 川崎医療福祉大学)
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